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研究成果の概要（和文）：本研究では、認知症介護者の介護負担感が患者に及ぼす影響についての縦断的検討を
行い、その結果、介護者が強い介護負担感を持っていると3年後の患者の認知症の行動・心理症状（BPSD）が強
く現れやすいことが示された。このことは、介護者への支援が介護者のみならず患者に対してもよい結果をもた
らすことを示唆するものである。
また、患者の希死念慮が介護者に及ぼす影響についての検討、認知症介護者と介護をしていない一般地域住民の
メンタルヘルスの比較、比較的稀な認知症である意味性認知症の介護負担についての検討も行った。

研究成果の概要（英文）：In a three-year follow-up study, we found that higher caregiver burden 
affected patients' higher Behavioral and Psychological Symptoms of dementia (BPSD).Our result shows 
that support for caregivers have a positive effect not only for caregivers but also for patients.
We also examined 1) the association between suicidal ideation among patients with dementia and 
caregiver burden, 2)mental health status among dementia caregivers compared to community residents, 
and 3) caregiver burden among patients with semantic dementia.

研究分野： 精神保健
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１．研究開始当初の背景 
認知症患者を介護する家族にとって、介護

の負担やストレスは重要な問題である。これ
までの先行研究で、認知症介護者は精神健康
が低いことや、患者の認知症の行動・心理症
状（BPSD）や認知機能、ADL/IADL の低下
等が介護負担と関連することなどが明らか
になっている。 
一方で、介護者の強い介護負担感が、患者

に負の影響を及ぼす可能性もある。例えば、
疲弊した介護者が精神的な余裕のなさゆえ
に患者の失敗を繰り返し非難・叱責すれば、
患者は興奮が激しくなったり抑うつ的にな
ったりすることがある。このように、介護者
の介護負担感が患者に及ぼす影響は看過で
きないものであるが、そうした視点からの研
究は国内外でほとんどない。 
 また、認知症の介護負担に関する研究の多
くはアルツハイマー病など主要な疾患のみ
を対象としていたり、介護をしていないコン
トロール群を設定していないなど、いくつか
の限界がある。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、4 年間の研究期間を通じて、
以下の検討を行った。 
 
(1) 認知症介護者の介護負担感が患者に及ぼ

す影響についての縦断的検討 
 

(2) 患者の希死念慮が介護者に及ぼす影響に
ついての検討 

 
(3) 認知症介護者と介護をしていない一般地

域住民のメンタルヘルスの比較 
 
(4)比較的稀な認知症である意味性認知症の
介護負担についての検討 
 
 
３．研究の方法 
(1)認知症専門外来の初診患者でアルツハイ
マー病と診断された認知症患者のうち、3 年
以上通院した 203 名を対象とした。初診時の
患者の認知機能、BPSD、ADL/IADL、介護
者の介護負担感が3年後の患者のBPSDや認
知機能に及ぼす影響をパス解析により検討
した。 
 
(2)認知症専門外来患者 634 名を対象として、
患者の希死念慮と介護者の介護負担感の関
連について検討した。 
 
(3)104 名の認知症介護者と年齢性別をマッ
チさせた地域一般住民の抑うつと QOL を、
高齢者と若年者に分けて比較した。 
 
(4)認知症専門外来を受診する23名の意味性
認知症患者家族の介護負担感について、同じ

前頭側頭葉変性症である前頭側頭型認知症
患者の介護負担感と比較した。その際、右側
優位萎縮例と左側優位萎縮例に分けて比較
した。 
 
 
４．研究成果 
(1)初診時の患者の BPSD と IADL 低下により
介護者の介護負担感が増大し、それが 3年後
の患者に BPSD の程度に影響することがパス
解析によって説明できた。初診時の BPSD の
なかでも、特に興奮と易刺激性が介護者の介
護負担感を増大させ、3 年後のそれらの症状
へと影響していた。これらの結果から、患者
の心理的負担感を軽減させるような心理教
育や介護サービスの導入が、患者にとっても
メリットとなる可能性が示唆された。 

NPI(Neuropsychiatric Inventory);BPSDを評価する尺度 
J-ZBI; 介護者の介護負担感を評価する尺度 

 
(2)認知症専門外来を受診した初診の認知症
患者 634 名中 10.1%の患者の家族が、患者に
希死念慮があると回答した。希死念慮のある
患者は希死念慮のない患者に比べて認知症
の行動・心理症状（BPSD）が有意に強かった。
希死念慮のある患者の家族は、患者の BPSD
を調整しても介護負担感が有意に高かった。
一般に、認知症患者は病識が乏しかったり自
殺を遂行する能力が十分でなかったりする
ために自殺率は低いとされており、認知症患
者の希死念慮に関する研究は国内外でほと
んどないが、本研究結果より、認知症患者の
なかにも一定の割合で希死念慮を持つ者が
いること、患者の希死念慮は介護者の介護負
担感と関連があることが示された。 
 
(3)認知症介護者と一般地域住民で抑うつ傾
向に有意差はみられなかったが、認知症介護
者は精神的 QOL が有意に低かった。若い世代
の介護者は、同世代の一般地域住民と比較し
て有意に睡眠の問題を多く抱えていた（それ
ぞれ 39.1%, 17.0%, p= 0.017）。介護負担感
と関連する要因は、若い世代では患者の BPSD, 
高齢の世代では患者の IADL および性別（患
者が女性だと介護負担感が高い）であった。 
これらの結果より、認知症介護者の精神的
QOL 維持向上のための支援が必要であるとい
える。具体的には、若い世代の介護者には
BPSD への対処法の心理教育、高齢世代の介護

 



者に対しては患者の生活を支えるケア資源
の活用などが必要である。 
 
(4)意味性認知症患者の介護負担感は、右型
優位萎縮例で高かった。同じ前頭側頭葉変性
症である前頭側頭型認知症は介護負担感の
強い疾患であることが先行研究でも指摘さ
れているが、右側優位萎縮例では前頭側頭型
認知症に近いレベルの介護負担感であった。 
意味性認知症の介護負担感に関するわずか
な先行研究では、意味性認知症の介護者の介
護負担感は強くないことが指摘されていた
が、右側優位例では介護負担が強いことが本
研究で明らかになった。 
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